
質
問
一

土
曜
授
業
の
導
入
状
況
と
最

近
の
傾
向
及
び
埼
玉
県
内
の
状
況
と
傾

向
に
つ
い
て
。

二

週
５
日
制
に
よ
り
、
生
徒
間
で
の

学
力
差
が
広
が
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

三

週
５
日
制
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
放
課
後
の
活
動
時
間
や
教
職
員
の
研

修
、
会
議
な
ど
の
時
間
の
確
保
が
厳
し

い
と
言
わ
れ
る
が
、
本
市
の
現
状
は
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

平
成
２６
年

度
文
部
科
学
省
に
よ
る
公
立
小
中
学
校

に
お
け
る
土
曜
日
の
教
育
活
動
実
施
予

定
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
土
曜
日
な
ど

の
休
業
日
に
授
業
を
行
う
学
校
の
割
合

は
、
全
国
の
公
立
小
学
校
で
１７
・
１
㌫
、

公
立
中
学
校
で
１８
・
３
㌫
、
さ
い
た
ま

市
を
除
く
埼
玉
県
内
で
は
小
学
校
２０
・

４
㌫
、
中
学
校
３３
・
７
㌫
で
、
少
し
ず

つ
増
加
傾
向
に
あ
る
。

二

２６
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
に
よ
る
と
、
本
市
の
児
童
生
徒
の
学

力
差
の
状
況
は
、
全
国
の
分
布
と
ほ
ぼ

同
様
と
な
っ
て
い
る
。
学
習
内
容
が
難

し
く
な
る
に
つ
れ
、
学
力
差
が
大
き
く

な
る
傾
向
に
あ
る
が
、
週
５
日
制
に
よ

る
も
の
か
明
確
で
は
な
い
。

三

本
市
で
は
、
長
期
休
業
日
の
３
日

間
を
授
業
日
と
す
る
こ
と
で
、
授
業
時

数
と
放
課
後
の
時
間
を
確
保
し
た
。
ま

た
、
会
議
、
研
修
の
精
選
及
び
長
期
休

業
日
へ
の
研
修
の
移
行
に
よ
り
、
放
課

後
の
時
間
を
確
保
し
た
。

質
問
一

少
子
高
齢
化
へ
の
こ
の
４
年

間
の
取
り
組
み
は
。

二

高
齢
化
の
現
状
と
将
来
の
見
通
し

は
。

三

地
域
支
援
事
業
の
現
状
と
将
来
の

見
通
し
は
。

四

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
。

答
弁
一
（
市
長
）

本
市
の
推
計
人
口

は
、
平
成
４６
年
に
は
現
在
よ
り
約
５
６

０
０
人
減
少
す
る
。
若
い
人
を
引
き
付

け
る
魅
力
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
企

業
立
地
に
よ
る
雇
用
等
の
促
進
に
関
す

る
条
例
を
、
本
定
例
会
に
提
案
し
た
。

二

２
０
２
５
年
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
３７
年
の
高
齢
化
率
は
、
２９
・
９
㌫

と
見
込
ん
で
い
る
。

三

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に
な

り
、
効
果
的
、
効
率
的
な
事
業
展
開
が

期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
在
宅
医
療
と
介

護
の
連
携
の
推
進
や
認
知
症
施
策
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

四

新
た
に
地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実
が

位
置
付
け
ら
れ
る
。
地
域
ケ
ア
会
議
に

は
、
高
齢
者
の
個
別
事
例
の
検
討
を
通

じ
て
地
域
課
題
の
把
握
と
地
域
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
が
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

土
曜
授
業
の
導
入
と

３
学
期
制
の
復
活
を

藤
原

建
志
議
員

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
、

検
討
す
る

制度改正の趣旨を踏まえ、

環境整備に取り組む

持田 敏明 議員

人口減少と医療介護制度
改正一括法との関連は

小学校の授業

つるがしま市議会だより第１６９号 〔６〕


